
社会福祉法人が経営する特別養護老人ホームは地域の福祉
拠点として、また貴重な社会資源として責任のある立場にあ
ると考えられる。法人の理念等では社会貢献を積極的に掲げ
ているが、なかなか実現できていないのも事実であろう。そ
の様な状況下で、社会福祉法人が経営する特別養護老人ホー
ムに何か出来ることはないのかを考えていた。大分市特養協
議会は大分市内の19の特別養護老人ホームで構成する組織で
あるが、その他にも社会福祉法人が経営する31のデイサービ
スセンターの学習会等も開催している。
連絡網としてFAX網が既に出来ており、何度か行方不明

事案の際に活用したこともあった。このFAX網を市内のタ
クシー会社、ガソリンスタンド等にも協力いただくことによ
り、見守りのネットワークとして構築できないかと考えた次
第である。大分市社会福祉協議会の資金面での活動助成があ
ることも実施できる背景にある。

徘徊高齢者の見守りのネットワークは全国的にも数多く実
施されているが、大分市の特徴としてケアマネジャーを窓口
としていることがあげられる。徘徊の恐れのある高齢者を一
番把握しているのがケアマネジャーであり、家族の悩みも理
解している。家族と相談してネットワークに事前登録をして
もらい、地域での見守りに繋げてもらうことを期待している。
事前登録された高齢者が行方不明となった場合、事務局に
連絡をしてもらい、行方不明時の状況を書き加えた捜索願を
タクシー会社、ガソリンスタンド、各事業者にFAX送信を
して協力願うことを基本としている。事務局といっても
FAXがあるだけで、専任の職員がいるわけではない。なる
べく負担のかからない形でじっくりと継続して運営をしたい
と考えている。

実施内容

活動実施の背景、実施にいたった理由
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○団体設立年／平成12年

○団体構成

大分市特養協議会の構成：19施設
※次頁の一覧参照

○設立目的

徘徊のおそれのある認知症を病む高齢者とその
ご家族を対象に、行方不明になった場合の捜索協
力と認知症に対する地域への啓蒙、支援体制作り
を目的とすし、大分市内の18の社会福祉法人が
経営する19の特別養護老人ホームでネットワー
クを主管する。

○活動内容

◇活動開始年：　平成20年11月
◇活動の対象者：
大分市内の高齢者とその家族
◇活動の頻度・時間：
基本的には24時間365日

大分市特養協議会 〒870-1123 大分市大字寒田202（事務局：社会福祉法人 三愛会）
TEL：097-567-8822 FAX：097-567-8833

大分あんしんみまもりネットワークの設立
と運営
大分市内の19の特別養護老人ホームで構成する組織の連絡網を活用し、徘徊の恐れのある認知症を病む高齢者とそのご家族を対象

に、行方不明になった場合の捜索協力を行っている。また、認知症サポーター養成講座や民生委員会議等を通して、認知症に対する地
域への啓蒙、支援体制作りを行っていくことも検討している。

大分県

法人間連携の取り組み［高齢］
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大分市をはじめ、大分市居宅介護支援事業者連
絡協議会、大分市地域包括支援センター連絡協議
会の全面協力をいただき、ケママネジャー、地域
包括支援センターなどへのPR、協力要請を先ず
行っている。各種会議、学習会の際に説明と協力
要請を併せて行っている。活動の基礎となるケア
マネジャーへの周知は、出来てきたのではないか
と考えている。
現在の登録は15件、行方不明の捜索依頼を行っ
たのは２件である。地元の新聞に２度ほど掲載さ
れたのをはじめ（社会面）、FM局でもとりあげ
ていただいた。この制度が行政ではなく、大分市
特養協議会の主幹事業として実施していること
も、各方面で注目をされている。

この大分あんしんみまもりネットワークは、行
方不明の捜索発見だけが目的ではなく、認知症に
対する地域の理解を深め、安心して地域で暮らし
続けられるシステム作りに協力をすることも大き
なテーマである。次のステップとして、地域の中
での認知症サポーター養成講座等での協力依頼、
民生委員の会議等での説明に進んでいきたいと考
えている。

大分市内の特別養護老人ホームが地域福祉の縁
の下の力持ちになり、認知症への地域住民の理解
が進み、地域での見守りができる様に、そして安
心して住み続けられる地域となる様に、微力では
あるが皆で協力して運営していきたい。

今後の課題及び展開

活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）


